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京ヶ瀬中学校 校長 渡 辺 安 治

新年おめでとうございます。皆様におかれましては、すがす

がしい新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。

大寒のこの時期、グラウンドが一面雪に覆われ、寒風による

雪が舞うのを見るたびに、思い出すのは、「冬来たりなば、春

遠からじ」。春が待ち遠しい日々です。この寒さに負けず、頑

張りたいものです。

３学期がスタートしました。始業式では各学年の代表生徒が、

新年の抱負を発表しました。高校入試に向けて勉強一筋に取り

組むことや文武両道で、勉強と部活動の両方に力を入れる意気

込み、新入生を迎える気持ちを高めて生活するなど、決意を新

たに力強く発表しました。そして、先日の大雪や寒さに負けず、

生徒は真剣に学習し、部活動にも励んでいます。教室や体育館

からは活気のある、はつらつとした声が聞こえてきます。今学

期は登校日が、５３日（３年生は４０日）と短いですが、学年

のまとめと進学・進級を控え、しっかり準備しなければならない大切な期間でもあります。

風邪などの病気で体調を崩すことなく、事故や怪我等に注意して、元気に毎日を過ごしま

しょう。

今年は酉（トリ）年です。「取り込む」につながることから、運気やお客様を取り込め

るという年だそうです。また、酉の由来は、果実が極限まで熟した状態を表し、物事が頂

点まで極まった状態から来ています。習い事でいい結果が出たり、学習・部活で成果が得

られたり、まさに進学・進級に向けて期待が持てる年となりそうです。ただ偶然物事がう

まくいくのではなく、自分に負けず努力して目標にしていた進路に進むことができた、テ

ストの成績が上がった、スポーツ大会でよい結果が出せたというように、ひたむきに向か

う姿勢がいい成果を呼び込みます。

学校だよりでは、『子どもたちが多くを学び、大きく成長』してきたことをお伝えして

います。この学びは、将来の充実した生き方に必ずつながるものであり、経験したこと全

てが、その子どもの財産になると考えています。皆様方には、学校へのご理解ご協力に深

く感謝いたしますとともに、今年も子どもたちが、より多く学んで輝き、成長することへ

ご支援をいただきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。

着任のお知らせ

佐藤 直樹先生がお休みの間、中村 茂樹 先生（新潟市立五十嵐中より）に、1月10日（火）
なかむら しげ き

の始業式から、お勤めいただいています。２学年には学年だよりで、紹介しました。どうぞ、

よろしくお願いします。
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新しい年を迎えて
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学校では、次年度の教育計画を策定するため学校評価を実施しています。昨年末（12月）に実施し
ました保護者の皆様へのアンケートについて、その結果を報告いたします。
【Ａ：あてはまる Ｂ：どちらかというとあてはまる Ｃ：どちらかというとあてはまらない Ｄ：あてはまらない】

① 学力向上に向けた指導や取組を十 ② 家庭で時間を決めて計画的に ③ 温かい人間関係づくりを意識

分に行っている。 学習している。 した「思いやりの心」「協力性」

を育む取組が行なわれている。

④ 生徒会がよりよい学校づくりに ⑤ 職員は生徒や保護者の相談・要望 ⑥ 体力の向上や健康維持の取組

役立っている。 に適切に応じている。 を十分行なっている。

⑦ 体力が十分についている。 ⑧ 朝食をしっかり食べている。 ⑨ 規則正しい就寝時間に心がけ

ている。

⑩ 家庭で将来について親子で話した ⑪ 体験活動は充実していた。 ⑫ たより、HP、OS等で学校の

り、考えたりしている。 様子がよくわかる。

ご協力ありがとうございました。これらの結果をよく分析し、3学期の取組や来年度の教育計画の策
定に反映させていきます。
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阿賀野市長杯 プレゼンテーションコンテスト
中学校スピーチの部 第１位 ３年 遠藤 直穂

年末から年始にかけて、新潟日報に京ヶ瀬中学校の

話題が３件掲載されました。門松づくりや阿賀野ドリ

ームコンテストへの皆さんの取組が、高く評価された

ものとうれしく思います。そこで、この度は英語スピ

ーチコンテストを紹介します。

「ふるさと」をテーマに、スピーチの部において３

年生女子３名を含む阿賀野市内の中学生総勢１４名が

参加しました。プレゼンテーションコンテストらしく、

参加した生徒たちは上手に英語でスピーチしていまし

た。出場した３名のあらすじです。

「ふるさと」から何を感じ取り、「ふるさと」は何を与えるのか。「ふるさと」で語り継

がれる物語に何を見つけるのか。いつまでも愛される阿賀野市でありたい。そんな願いが

込められた立派な発表でした。

私の故郷の不思議と伝説
３年１組 遠藤 直穂

阿賀野市にある越後七不思議と京ヶ瀬に伝わるカッパ伝説について話しました。越
後七不思議の「７」のうち、阿賀野市には、八房の梅と数珠掛桜と三度栗の３つがあ
り、特に数珠掛桜は、天然記念物に登録されています。
京ヶ瀬に伝わるカッパ伝説では、その当時いたカッパがいたずら好きだったことや、

切られた腕を治すために使った猫山アイスの話しをしました。

十年後のふるさと
３年１組 坂井 ふたば

十年後、私はふるさとである阿賀野市にいるのか？私はこの街には何も良いところ
はないと思っていました。東日本大震災の被災地でもある宮城県に行ったとき、考え
は変わりました。自分のふるさとが生まれてからずっと変わらないことは当たり前で
はない、多くの自然の中で四季を感じられて、沢山の温かい人々に出会えたのは、こ
こに住んでいるから。ふるさとへの感謝を忘れずに。十年たっても住み続けたいです。

My Hometown
３年１組 山崎 美帆

私は２年生の時に転校してきました。京ヶ瀬の良さを感じることができました。ど
の地域にも良さはありますが、私は、ここ数年住んでいていいなと思うことが多くあ
ります。
以前住んでいた地域に遊びに行くと懐かしさを感じます。京ヶ瀬を離れて生活する

ことになっても懐かしいなと思える場所になるよう、思い出を作っていきます。
京ヶ瀬は私のふるさとです。
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Inspire the next 服装・身だしなみをもう一度確認

生徒指導部より 生徒指導主事 齋藤 佑 「いつでも、どこでもしっかりとした服装・身

だしなみができる生徒」を目指しています。２月

重点期は「卒業準備・進級準備期」です 初旬から卒業や進級に向けて服装・身だしなみ強

「自分の道を考えよう・深めよう」 調月間となります。ご家庭でも以下の点を確認願

・新しい気持ちで新年の抱負を固めよう います。

・規則正しい生活で、健康の保持に努めよう １ 制服・セーラー服類

・1年を振り返り、年度のまとめをしよう ・制服のボタン類（袖口含む）が整っている。

・ズボンのすそが破けていたり、ほつれたりし

新しい年を迎え、生徒たちは新鮮な気持 ていない。

ちで登校してきました。今学期は「まとめ ・名札が胸部に刺繍されている。

の学期」と捉え、学校生活を送ってもらい ２ 身だしなみ

たいです。 ・髪の毛を染色していない。

学校生活のリズムに早く戻るように、日 ・男子は前髪、横髪が目、耳にかかっていない。

常生活を振り返ることが大切です。 ・女子は前髪が目にかかっていない。

１、２年生は進級に向け、具体的な目標 ・防寒のために着ているセーター類等が制服や

を設定して学校生活を送ってください。ま セーラー服、体育着からはみ出ていない。

た、３年生は高校受験を視野に入れた学校 ＊冬服用の名札がない場合は学級担任に注文し

生活となります。進路の実現に向けて、学 てください。

校活を送ることができるよう支援します。

特に、服装・頭髪については、卒業式や １月の生徒の様子について

進路と関連した働き掛けもします。現在、 ○うれしかったこと

京ヶ瀬中学校の生徒は正しい服装で学校生 ・大きな事故等報告はなく、新学期を迎えることが

活を送っています。よい傾向です。学校で できました。

も継続して声を掛けていきます。ご家庭で ・集会時等、良い姿勢で聞いています。

もご理解ご協力のほどよろしくお願いいた △残念だったこと

します。 ・校舎外で雪玉を投げて遊び、地域の人に当た

「タスキ」をつなぐこと。校長先生から りそうになった。 （指導済み）

始業式にお話しいただきました。卒業して

いく３年生から、１・２年生は京ヶ瀬中学 風邪やインフルエンザの予防

校の素晴らしい伝統を引き継いでいくとと 制服だけ、制服にマフラ ーだけで登下校し

もに、新たな学校の伝統づくりを託される ている生徒が多く見られます。最近、登下校の

のも３学期ではないでしょうか。 時間帯は特に気温が下がり、冷え込みます。学

生徒会本部・専門委員長と平成２９年度 生服の下に余分に下着を着たり、防寒着で調節

京ヶ瀬中学校の中核をなすリーダーが決ま するよう指導しています。

ました。早くも様々な場面で新たなリーダ

ーたちが活動の中心的立場となって動き始 大切な命、交通安全～再度お願いします～

めています。 ・学校にお子様を送迎の際は、必ず村体前・公

民館跡駐車場で乗降をお願いします。

※ 阿賀野市内でバスを降りて、バスの前を横

断しようとして乗用車と接触し、けがをした

という事故が発生しました。これを受け、バ

ス降車後の安全について、再度指導しました。


